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資料Ａ－１－③－12 

 

外部資金情報提供 

 

（出典：企画室資料） 
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資料Ａ－１－③－13 

外部資金申請・獲得・受入状況 

 

【科学研究費補助金】

項目 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

応募 20 27 20 30 31

採択 3 4 3 1 4

(継続) （３） （４） （４） （５） （５）

【補助金】

項目 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

受入 - 2 2 1 1

【共同研究】

項目 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

受入 10 13 17 18 12

【受託研究】

項目 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

受入 20 19 19 20 6

【受託事業】

項目 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

受入 - - - 1 －

外部資金応募・採択（受入）状況

 
 

 

 

※平成25年度：６月１日現在 
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資料Ａ－１－③－13続き 

 

【研究代表者】

1 件 2 件

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

8 件
申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

6 件

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

【研究分担者】

研究代表者　国立大学法人　鳴門教育大学　准教授　畑  江  美  佳
【｢読む｣技能に焦点をあてた小・中接続英語カリキュラムの構築】
研究分担者　電気電子工学科　教授　佐 藤 　　淳

（物質工学科）　　           瀨　川　　透
【exo-2，3-ジフェニル-6.6-ジシアノフルベン二量体の光反応】

（物質工学科）　      　 戸　嶋　茂　郎
【金属ガラス合金電析膜による材料表面の高機能化の検討】

（物質工学科）　　             佐　藤　貴　哉
【イオン液体と高分子の複合による新規低摩擦表面の実現】

（総合科学科）　            　  阿　部　秀　樹
【Ｅｘａｍｉｎｉｎｇ　thｅ　Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅｎｅｓｓ　ｏｆ　Ｐｈｏｎｅｔｉｃ　Ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ　ｏｆ
  Ｆｏｒｍ　ｉｎ　Ｐｒｏｎｕｎｃｉａｔｉｏｎ　Ｐｅｄａｇｏｇｙ】

（機械工学科）　　            増　山　知　也
【振動を活用した水田除草攪拌機の設計指針】

（物質工学科）　　          佐　藤　　司
【漂着ごみの再資源化を実践する環境教育プログラムの開発】

（物質工学科）      　　 佐  藤　貴　哉
【多価イオン性に着眼した電気二重層キャパシタ用イオン液体の
  合成とその機能】

（物質工学科）　　       飯　島　政　雄
【シクロデキストリン４量体からなる筒状分子カプセルの構築】

（制御情報工学科）　　 三　村　泰　成
【仮想現実と現実社会を体感できる斬新な組立構造模型システムの開発】

（電気電子工学科）　　  神　田　和　也
【普及型農業用環境計測装置に関する研究】

科学研究費補助金－平成２５年度分－ 申請件数

（総合科学科）　　             野々村　和晃
【アルチン環の森田自己双対性の研究】

（機械工学科）　　             田　中　　浩
【砥粒混合噴流液による高速・自由形状形成Ｓｉウェットエッチング加工】

基盤研究 (Ｂ)

（総合科学科）　                田辺　英一郎
【英語の使役移動構文の研究】

基盤研究 (Ｃ)

基盤研究 (Ｃ)

研究代表者　機械工学科  増　山　知　也
【振動を活用した水田除草攪拌機の設計指針】
研究分担者　機械工学科　教授　本橋　　元

（物質工学科）　　          南　　　　淳
【植物メタカスパーゼの機能と発現制御】

（機械工学科）　　         五十嵐　幸徳
【超耐熱材料用新１６Ｈ型シリサイドの開発】

挑戦的萌芽研究

 

 



- 100 - 

 

資料Ａ－１－③－13続き 

 

【研究代表者】

1 件

申請者／
研究課題名

13 件

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

（電気電子工学科）　　加 藤  健太郎
【ＶＬＳＩ高信頼化のためのオンチップ遅滞測定法とそれによるＶＬＳＩ
 高信頼法の開発】

（機械工学科）　　      矢　吹　益　久
【広範囲で作動することができる真空ポンプの開発】

（総合科学科）　　        田　阪　文　規
【巡回群を不足群にもつデイド対応するブロックの研究】

科学研究費補助金－平成２５年度分－ 申請件数

若手研究(Ａ)

(H.24　３０件)
(H.23　２０件)

（総合科学科            長谷川　陽子
【アーレント哲学における人権論的再構成－－－国家と実存の間】

（総合科学科）　　        主　濱　祐　二
【Syntactic Phenomena of Japanese Modals: A Minimalist Approach】

（物質工学科）　　      平　尾　彰　子
【体内時計応用研究による生活習慣病予防法の開発】

若手研究(Ｂ)

（制御情報工学科）　　西　山　勝　彦
【タンパク質の局所的な揺らぎ制御に関する研究】

（制御情報工学科）　  内　海　哲　史
【スーパーエコロジーな衛星インターネットデータセンターのネット
  ワーク基盤技術】

（物質工学科）　　      三　上　貴　司
【新しい冷却晶析法に基づく単分散医薬品原薬の製造】

（電気電子工学科）　　森　谷　克　彦
【光化学溶液堆積法による環境調和型半導体を用いた三次元構造
 太陽電池の開発】

（機械工学科）　　      今　野　健　一
【静電誘導を利用した細胞の力学計測法】

（総合科学科）　　       比留間　浩介
【体育授業の短距離走におけるスターティンギブロック設置方法の
　スタンダードモデル】

合計３１件

（物質工学科）　      　  阿　部　達　雄
【河川水中における放射性物質救出に伴う同位体測定と微生物相の
 態系影響】

研究分担者 合計　 ２件 (H.24　　3件)
(H.23　　2件)

（総合科学科）　　        上　條　利　夫
【イオン液体ポリマーブラシを用いたナノ空間制御による新規機能膜の開発】 研究代表者 合計 ２９件 (H.24　27件)

(H.23　18件)
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資料Ａ－１－③－13続き 

 

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

合　計

　          　教育研究技術支援センター　技術職員　一 条 洋 和

【ＣＮＣフライスを用いた教材用平面導波路の製作におけるエンドミルの影響】

　        教育研究技術支援センター　技術専門職員　鈴　木　　徹

【「拡張現実」技術を活用した機械加工実習用図面の製作と教育支援効果】

　   　　　　　 教育研究技術支援センター　技術職員　本 間 康 行

【生きる力を育むモノづくり教育方法の研究】

　  　　　  　 教育研究技術支援センター　技術職員　佐 藤 大 輔

【セラミックス加工の高速化・高精度化】

　        　　教育研究技術支援センター　技術職員　矢 作 友 弘

【光触媒材料の二酸化チタンに含まれる多形結晶相の定量分析技術の確立】

　        　　 教育研究技術支援センター　技術職員　木 村 英 人

【人のハンドリングを模した揺動機構を用いたマイクロファンの振動計測】

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）
（奨励研究）

－平成２５年度分－ 申請件数

８  件

　            教育研究技術支援センター　技術職員　米 澤 文 吾

【蛍光灯応答型光触媒フィルムの創製と実用化に向けた研究】

　           　教育研究技術支援センター　技術職員　鈴 木 大 介
　
【ＤＳＰ 実験実習用教材の構築】

 

（出典：企画室資料） 
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資料Ａ－１－③－14 

 

外部資金獲得支援 
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資料Ａ－１－③－14続き 

 

鶴岡工業高等専門学校における外部資金に関する間接経費等取扱要項（抜粋） 

 

平成２２年１１月２９日校長室会議 

平成２２年１２月 １日運営会議 

 

（趣旨） 

第１条 鶴岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）における外部資金の間接経費等の取扱いにつ

いては，競争的資金の間接経費の執行に係る共通指針（平成１３年４月２０日付け競争的資金に関する

関係府省連絡会申し合わせ）（以下「共通指針」という。）その他別に定めるもののほか，この要項の

定めるところによる。 

（目的） 

第２条 この要項は，本校教職員の研究環境の改善及び学校全体の機能向上を図ることを目的とする。 

（定義） 

第３条 この要項において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

(1) 外部資金 科学研究費補助金（分担金を含む。）などの競争的資金（広く研究開発課題等を募り提

案された課題の中から専門家を含む複数の者による科学的・技術的な観点を中心とした評価に基づいて

実施すべき課題として採択され研究者等に配分される研究開発資金），受託研究費，共同研究費，寄附

金及びその他の助成金をいう。 

 

（研究費の特別配分） 

第 10 条 校長は，外部資金獲得者に対し，校長裁量経費による研究費の特別配分を行う。 

２ 前項に定める特別配分は，外部資金の新規獲得１件につき１回とする。ただし，契約上は，継続で

あるが，研究成果が評価されたことによる場合には，新規扱いとする。 

３ 第１項に定める特別配分の額は，次のとおりとする。 

(1) 受入額が５００千円を超え，５，０００千円以下のもの ５０千円 

(2) 受入額が５，０００千円を超えるもの １００千円 
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資料Ａ－１－③―14続き 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料Ａ－１－③－15 
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資料Ａ－１－③－15続き 
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資料Ａ－１－③－15続き 
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資料Ａ－１－③－15続き 

 

（出典：企画室資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校の研究活動は学内及び学外から支援を受けて実施されており，各教員の研究活動は教員業績評価

委員会で把握している。優秀な教員には表彰，研究費の適正な支援を行い，研究奨励教員の選抜等も行

っている。   

校長は地域共同テクノセンターリポート，研究シーズ集からも各教員の研究活動を把握している。学

校として外部資金獲得を奨励しており，地域共同テクノセンター及び企画室を中心に外部資金獲得に必

要な情報提供や説明会等を開催することで支援している。 

学校全体の研究活動の活性化に努め，学校として自己点検評価を実施し，外部評価を受け問題点の対

策・改善を推進している。 

以上により，研究活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備され，機能

している。 

  

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 本校が掲げる研究の目的のなかで，研究成果の教育への還元が行われ，学生への教育内容の改善に寄

与している。また，「社会（特に地域社会）への貢献」は，地域共同テクノセンターを中心に活発に行な

われている。その連携は，①鶴岡高専技術振興会，②地域の企業，③地域の高等教育機関に及んでいる。  

近年，これらの機関との間で共同・受託研究が多数行われている。また，卒業・専攻科研究テーマの

公募，技術相談，コーディネート活動を行い，企業の問題解決に力を注いでいる。さらに，市民や企業

向けの講演会等を企画運営し地域の活性化に貢献している。また，研究成果による論文や学会発表など

も多数で，研究活動が活発に実施されている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要  

 本校では，本校の研究活動目的のもと，教員と技術職員が意欲的に研究活動を展開する研究体制とな

っている。本校の研究目的を達成させるために，地域共同テクノセンター，総合情報センター，図書メ

ディアセンター及び教育研究技術支援センター等が整備され，研究を支援している。研究成果は，各種

学会やセミナー，地域共同テクノセンターリポート等で公表している。 研究の目的を達成するための研

究体制と支援体制が整備されており，有効に機能している。 

個々の教員の研究活動は活発に行われており，また地域共同テクノセンターの活動を通して卒業研

究・専攻科研究テーマの公募，技術相談，市民サロンの開催等，地域社会への技術的貢献も厚く行われ

ている。これらの研究成果は教育へ還元されると共に研究活動の活性化や地域からの共同研究と受託研

究の数を増加させている。研究の目的に沿った活動の成果が上がっている。 

本校の研究活動は学内及び学外から支援を受けて実施されており，各教員の研究活動は教員業績評価委

員会で把握している。優秀な教員には表彰，研究費の適正な支援を行い，研究奨励教員を選考し研究活

動を最優先させている。   
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校長は地域共同テクノセンターリポート，研究シーズ集からも各教員の研究活動を把握している。学

校として外部資金獲得を奨励しており，地域共同テクノセンター及び企画室を中心に外部資金獲得に必

要な情報提供や説明会等を開催することで支援している。 

学校全体の研究活動の活性化に努め，学校として自己点検評価を実施し，外部評価を受け問題点の対

策・改善を推進している。研究活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備

され，機能している。 

 

 

 

（４）目的の達成状況の判断  

 目的の達成状況は良好である。 

 

 

  

 


